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文責 ： 校 長 山口敬博

～いつでも・どこでも・だれとでも～ 副校長 安樂智史

10/２4（木）25(金)の二日間、

5年生が、国立諫早青少年自然の家で『宿泊体験学習』『宿泊体験学習』を行いました。
2日間の日程は、以下の通りです。

＜1日目＞ ９：３０自然の家到着(入所式・説明)⇒１０：３０オリエンテーリング（途中で昼食）
⇒１７：００夕べのつどい⇒１７：３０夕食⇒１９：００キャンドルのつどい⇒20：00入浴
⇒21：30就寝

＜2日目＞ 6：30起床・洗面・清掃⇒7：15朝のつどい⇒7：30朝食⇒9：00ディスクゴルフ
（活動途中で昼食）⇒11：15退所式⇒１１：３０自然の家出発⇒12：00学校着

私が実際に見ることができたのは、「出発式」「夕食」「キャンドルのつどい」でしたが、

そこで見えた子どもたちの姿は、２つの言葉で表すと「余裕」そして「穏やか」。
１９：００開始予定のキャンドルのつどいでしたが、子どもたちが集まりだしたのは20分ほど前の１８：４０頃。
そして予定の10分前には全員が集合し、前倒しで会が始まりました。
実に「余裕」を持って計画的に行動する姿でした。
もちろん、先生に怒られて慌てて移動・・・ではなく、自分たちで互いに声を掛け合っての移動・集合でした。

そして、体育館に向かう時もキャンドルのつどいが始まった後も、
子どもたちの雰囲気が非常に「穏やか」で、
互いに声を掛け合ったり、微笑み合ったりしながら、緩やかに時が過ぎていく感じです。
現６年生が、ものすごい一体感で盛り上がった昨年のキャンドルのつどいとは対照的に、
まるで「春の温かな日」を思い出させるようなほのぼのとした雰囲気の中で、
子どもたちの「語らい」が続いていきました。
引率した先生方からも、「子どもたちの反応や態度がとても心地良いいんです。」との感想が出ていました。
※5・6年生それぞれの特長と良さが表れているように感じて嬉しくなります(*^o^*)

私はここで山を降り、その後のことは詳しく聞いていませんので、2日目がどうだったかはよく分かりませんが、
きっと、5年生の子どもたちは、この2日間の共同生活を通して、
「素晴らしい思い出」「これまで以上の深い友人関係」そして「自信」を得ることが出来たのではないでしょうか？
答え合わせは、子どもたちの感想文を楽しみに待ちたいと思います。

10/23(水)、本校体育館で『音楽会』『音楽会』が開催され、4年生がそれまでの練習の成果を存分に発揮しました。
諌早文化会館改築のため、今年の音楽会は、各中学校区での分散開催となりました。
本校は、明峰中学校区で、明峰中、本野小と、音楽による交流をもちました。

激励会での、澄んだ綺麗な歌声を聞くにつけ、「例年のようにたくさんの人たちの前で披露させてあげたい。」
との思いも湧き上がっていましたが、
会の終了時には「普段音楽で交流することのない小中間の交流が図れたのは、逆に良かった！」
という感想に変わっていました。

さて、肝心の子どもたちの様子ですが、3校のうち御館山小はトップバッターです。
歌は、新しい教科書から登場した『プパポ』です。
練習(激励会)の時よりも更に迫力のある・・・、それでいてとても綺麗な歌声を体育館一杯に響かせた4年生。
隣に座っていた本野小の校長が、
「これは凄いですね、迫力がある。でも、これだけの人数を合わせようと思ったら相当の練習が必要ですよね。」
と、嬉しい言葉を掛けてくださいました。

続いての本野小は、3・4・5年の異学年集団でした。数は約20名と少ないものの、
一人ひとりが大きな声で一生懸命歌う姿には、心が熱くなりました。

明峰中学校は、流石中学生という素敵なハーモニーでした。
4年生の子どもたちも、中学生の歌声に釘付けです。
よくよく計算してみると、現中学3年生は、小学4年生が入学してきたときの6年生。
ペアを組み、色々なお世話をしてくれた憧れの6年生なんですよね。
そんな中学3年生に、自分たちの歌声を聞いて貰えた・・・、大きくなった私たちを見て貰えた・・・
という満足感もあったのではないでしょうか？

そういった意味でも、小中合同開催の今年の音楽祭は、例年とは違った意義のある音楽会になったと思います。
4年生の皆さん、とても素晴らしい歌声でしたよ！
この日に向けた、1学期からの練習、本当にお疲れ様でした！！

❏令和６年度スローガン

笑顔あふれる
「み」みつけよう夢を
「た」高めよう志へ

助け合おう友と
「ち」知恵と
「や」やる気と
「ま」真心で

～いつでも・どこでも・だれとでも～

＜宿泊体験学習・音楽会写真館＞

※その前に、【ガンバレ御館っ子】
「水泳」「サッカー」「陸上」「バド
ミントン」「バスケットボール」の紹
介は、近く特集を組みますので、今
暫くお待ち下さいね。


